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 学校アンケートにご協力いただきありがとうございました。保護者アンケートの回収

率は約９２％でした。たくさんの回答をいただき感謝しております。遅くなりましたが、

その結果について特徴的なことをお伝えいたします。（裏面に各項目の結果を掲載してい

ます。）いただいた貴重なご意見は職員で共有し、今後の学校運営に生かして参りたいと

思います。 

 

○保護者アンケートより 

肯定的評価（「あてはまる」「ややあてはまる」）の割合が９０％の以上の項目が、２５

項目中１６項目で、学校の姿勢や状況について概ねご理解いただいているものと考えて

おります。 

中でも、「1-1教育方針を分かりやすく伝えている」「1-5子どもは授業に一生懸命取り

組んでいる」「1-6子どもは学校に楽しく通っている」「2-2授業参観の機会を適切に設け

ている」「2-3情報の提供に努力している」「2-4保護者、地域に開かれたものになるよう

努力している」「3-2毎朝、食事をさせている」の項目では、９５％を超える評価をいた

だいており、大変うれしく思います。ご家庭でもお子様が健やかに成長されるように愛

情を注いでいただいていることと存じます。 

一方で、「1-9通知表は子どもの学力や達成度が分かるように工夫されている」の項目

は、８１％と課題が見られました。小学校の通知表の評価は他者と比較する相対評価で

はなく、それぞれの児童が到達目標に達しているかどうかを評価しています。テストだ

けでなく、ふだんの授業の様子やノート、提出物なども評価に含めています。懇談時や

評価基準についてのお便りにて一定の説明をさせていただいておりますが、不十分な点

に関しましては改善を図りたいと思います。「1-3家庭へのきめ細やかな連絡」について

は昨年度より４ポイント増え８８％、「1-4担任や学校に相談しやすい」は昨年と同じ９

１％となり、否定的な回答が１０％程あるということは課題ととらえています。家庭と

学校がより連携して協力できることが大切だと思います。子どもたちの頑張りも、失敗

も、友達同士の関わりもみんな成長するための大切な出来事であるととらえ、保護者の

方々と手を携えて広い心で子どもたちを育ててまいりたいと思います。 

ご家庭におきましては、児童のアンケート結果とも関連していますが、ＴＶゲーム（ケ

ータイ）に費やす時間が多い児童がいます。２時間以上している児童は保護者の回答は

２５％、児童の回答は３５％となりました。それに伴って、残念ながら家庭での読書や

自主学習については課題が残る結果となっています。（学校での読書時間についても、他

の教科の授業時間数増の影響で図書室に授業で行く機会が減ってしまった学年もあり昨

年度よりも低い回答となっています。）家庭での時間の使い方、お手伝いについてなど、

ちょうど年度の節目を迎えるこの時期に話し合っていただけると嬉しいです。 

 

○児童アンケートより 

８０％以上の肯定的評価が２０項目中１１項目、７０％以下の項目が５項目あるとい

う結果となりました。 

「2学校に仲の良い友だちがいる」の項目で９７％、「1 学校は楽しい」で８９％の児

童が肯定的に回答していて比較的良好な結果となっています。 

しかし、学習に関する項目の「5 授業中よく発表する」は６４％、「6 図書室や教室で

よく本を読む」は６５％、「8 宿題以外の予習・復習・自主学習をがんばる」は６３％と

課題の残る結果となりました。「9 困ったときは担任や色々な先生に相談する」項目は、

６６％となっています。また、今年度より新たな項目として「16 自分の身近でいじめを

見たり、したり、されたことがない」では７２％が肯定的評価、２８％の児童が否定的

な回答をしています。 

このような回答をしている児童がいることをしっかり捉え、授業改善をすすめること、

教師と児童の人間関係、信頼関係を高めること、児童の気持ちに寄り添った指導を心が

けることなどに重点を置き、職員一丸となって改善に取り組みたいと思います。 

 

＜自由記述の欄でいただいたご意見について＞ 

 学校教育をより良いものにするために、６２名の方からご意見をいただきました。改

善すべき内容についてのご意見、励ましのお言葉もいただきました。ありがとうござい

ます。今後の学校づくりに生かして参りたいと思います。今後ともご理解とご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

＊ご意見の中に「インフルエンザなどで学級閉鎖が出た場合、該当学年だけでなく全体

にミマモルメのメールを流してほしい」という声が複数ありました。検討の結果、次年

度より全体への周知とさせていただくことになりました。よろしくお願いいたします。 


